
日本人類の進歩

２０１５年

アポロ１１号アームストロング船長が人類史上初めて月面に一歩を記してから４６年。

あの「人類の進歩と調和」万国博覧会から４５年。

そして、前世紀から今世紀に入り既に１５年経過した。

日本人類は前世紀から今世紀に掛けて、一体何をしてきたのだろうか。

日本人類は前世紀から進歩したのであろうか。

日本人類と特定する理由は、日本人類は日本人類以外における世界人類の進歩について

とやかく語る権利や資格や筋合いがないからである。

本邦、相も変わらず進歩の対極に位置する同種同様の失敗を恒常的に繰り返している。

過去の失敗から何も学ばなかったのか。反省は一瞬のうちに蒸散してしまったのか。

誰が責任をとったのか。

失敗の歴史は闇に葬られていくものなのか。

日本人類は進歩しているのか。停滞しているのか。どうやら退行しているのではないか。

他人事ではないですよ。あなた方のことですよ。

自分だけは違う（進歩している）と思う方は錯覚に陥っているのではないか。

なぜなら、人間一人では生きていけないのだから。

なぜなら、あなた自身が日本人類の中で生かされているのだから。

これで良いのか。自己満足に終止し日本・世界人類に何も貢献せずに朽ちて逝くのか。

何も（他動的な）変化が起こらないから進歩しないのではない。

自ら変化を起こさないから進歩しないのではないのか。

＜インタビュー　宇宙時代の旅＞

Ａ氏「素敵な旅に行かれたとお聞きしました」

Ｂ氏「はい。行ってきました」

Ａ氏「どちらへ行かれましたか？」

Ｂ氏「はい。国内ですが、北陸・金沢へ行ってきました」

Ａ氏「なるほど新幹線も開通しましたね。印象はいかがですか？」

Ｂ氏「はい。とても素敵な街です。もう病みつきですね。しょっちゅうですよ」

Ａ氏「では、月に何回ほど行かれましたか？」

Ｂ氏「まだ行ってません。あれっ？まだ行けませんよね？」

日本人類の進歩はひとまず先の世代にお任せしましょう。はいはい。ケンカしない。
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